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新

農

業

委

員

決

る

 

推

薦

含

め

て

十

八

名

 

去
る
七
月
十
六
日
、
無
投
票
当
選
が
 
新
委
員
の
氏
名
は
左
の
通
り
（
総
務
）
 

決
定
士
一
名
の
当
選
者
が
決
定
し
た
こ
 

と
は
公
民
時
報
で
御
承
知
の
通
り
で
あ
 

り
ま
す
が
、
 

そ
の
後
七
月
十
八
日
、
 

選
任
に
よ
る
委
員
六
名
が
決
定
し
ま
し
 

た
．
二
選
任
委
員
の
内
容
は
、
 
農
業
協
 

同
組
合
及
び
農
業
共
済
組
合
が
組
合
ぐ
 

と
に
推
薦
し
た
理
事
の
中
か
ら
各
一
名
 

と
、
議
会
が
推
薦
し
た
委
員
会
の
所
掌
 

す
る
事
項
に
つ
き
些
識
経
験
を
有
す
る
 

者
四
名
計
六
名
で
あ
り
ま
す
。
 

農業委員氏名一覧表 

儒 

氏
 
名
 

9
 
倉
石
 
清
治
 

18 

早
川
 
光
義
 

1
 
香
月
美
佐
男
 

2
 
永
末
 
国
夫
 

3
 
仲
村
 
友
市
 

4
 
原
田
市
三
郎
 

5
 
田
中
 
保
高
 

6
 
渡
 

信
古
 

町
税
の
税
目
別
納
期
の
お
知
ら
せ
 

税
 

目
 
期
別
 

納

期

日

 

固
定
資
産
税
」
期
四
月
一
干
五
日
 

ク
 

ニ
ク
七
月
一
干
五
日
 

ク ク 

四
ク
二
月
一
一
 十
五
日
 

十
五
日
 

一II
ク
ー
ー
ー
コ
 

ン
士
一
月
 

町
県
民
税
一
期
」
ハ
月
一
十
五
日
 

ク
 

二
之
八
月
二
十
五
日
 

ク
 

」
フ
ー
十
月
一
一
十
五
日
 

ク
 

四
ク
「
月
二
十
五
日
 

自
転
車
荷
車
税
一
全
期
一
五
月
二
十
五
日
 

国
民
健
康
保
険
一
期
四
月
三
十
日
 

住
所
零
区
分
鱒
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三
郎
 

田
丸
 
利
丸
 

中
山
 
政
教
 

田
島
 
善
一
 

後
藤
 
勝
作
 

長
尾
‘
為
彦
 

仲
村
 
利
積
 

高
崎
 

勝
 

竹
下
 
末
広
 

原
田
 
順
治
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選
任
 

選
挙
 

選
任
 

ク ク ク ク 選 ク ク 
挙 

ク ク 新 前 ク ク ク ク ク ク 

夏

の

陽

 

田
の
面
に
 

み
ど
り
も
深
く
 

稲
の
子
の
 

た
く
ま
し
い
 

株
張
り
よ
 

山
肌
は
 

波
う
ち
わ
た
り
 

杉
の
子
の
 

た
の
も
し
い
 

成
長
よ
 

大
方
城
に
 

い
ま
 

夏
の
陽
 

強
し
 

二
竺
七
月
三
十
一
日
 

」
フ
干
旦
一
千
一
日
 

四
タ
二
月
三
十
一
日
 

（
財
務
・
国
保
係
）
 

白
髪
川
・
大
丸
尾
附
近
 

川
の
よ
う
に
な
っ
た
道
（
右
側
）
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伝
染
病
ク
予
防
ク
 

こ
う
し
て
下
さ
い
ク
 

い
よ
い
よ
伝
染
病
の
流
行
期
と
な
り
ま
し
た
。
本
 

町
に
於
て
も
四
月
か
ら
十
五
名
の
思
者
が
発
生
し
 

ま
し
た
．
伝
染
経
路
ば
、
主
指
に
よ
り
食
品
が
汚
 

染
さ
れ
、
赤
痢
、
疫
痢
と
な
る
事
が
多
く
、
こ
れ
 

を
禾
然
に
防
止
す
る
に
は
、
ま
す
食
事
前
と
外
出
 

か
ら
帰
っ
た
時
に
、
必
す
手
洗
い
を
励
行
す
る
事
 

で
あ
り
ま
す
．
 

一
、
手
洗
い
は
次
の
通
り
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

1
手
洗
い
は
サ
ッ
ト
水
洗
す
る
だ
け
で
は
効
 

果
不
充
分
で
す
か
ら
、
石
鹸
を
つ
け
て
よ
 

く
洗
う
こ
と
。
 

2
手
洗
い
の
使
用
水
と
し
て
は
、
井
戸
水
よ
 

り
水
道
水
。
汲
置
水
よ
り
流
れ
水
の
方
が
 

よ
く
冷
水
よ
り
温
水
の
万
が
よ
い
．
 

3
常
に
爪
を
短
く
切
り
清
潔
に
す
る
こ
と
。
 

二
、
早
期
受
診
の
励
行
 

素
人
療
法
は
病
気
を
益
A
悪
化
さ
せ
る
も
主
 

に
な
る
の
で
、
早
期
受
診
す
る
事
が
伝
染
病
 

予
防
上
特
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
死
 

亡
率
の
高
い
疫
痢
、
日
本
脳
炎
に
は
特
に
重
 

要
な
事
で
、
次
の
徴
候
が
あ
っ
た
場
合
は
早
 

く
医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
。
 

1
下
痢
を
し
て
い
る
場
合
 

2
発
熱
し
た
場
（
ロ
 

3
躯
吐
し
た
り
頭
頻
腹
痛
を
起
し
た
場
合
 

水
防
活
動
に
つ
い
て
 

（土 

木
 
係） 

去
る
七
月
四
、
五
日
の
豪
雨
は
町
内
各
所
に
被
害
を
起
し
 

た
。
各
河
川
共
危
険
水
位
を
突
破
、
地
元
及
び
消
防
団
員
 

共
昼
夜
兼
行
水
防
作
業
や
警
戒
に
当
り
、
被
害
を
最
少
限
 

に
喰
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
、
関
係
者
の
方
大
 

へ
哀
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
弁
城
迫
地
内
＋
畿
川
堤
 

防
が
決
壊
寸
前
に
、
地
元
及
消
防
団
員
の
手
で
水
防
作
業
が
 

実
施
さ
れ
、
決
壊
を
免
れ
た
、
一
方
伊
方
地
区
で
は
、
古
門
 

皇
（
川
の
未
復
旧
個
所
が
、
一
部
決
壊
し
流
心
は
、
田
面
を
 

洗
い
折
角
植
付
を
済
ま
せ
た
水
田
も
、
埋
没
す
る
篭
悲
惨
 

な
状
況
で
該
個
所
は
、
鉱
害
の
た
め
堤
防
が
全
般
的
に
、
陥
 

落
毎
年
水
害
を
受
け
て
い
る
処
で
、
早
急
に
復
旧
を
要
す
る
 

所
で
あ
り
ま
す
。
 

次
に
本
町
は
多
数
の
、
溜
池
、
井
堰
を
有
す
る
の
で
、
こ
 

れ
等
災
害
防
止
の
措
置
を
、
二
、
」
軍
上
げ
皆
壁
力
の
御
協
 

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

一
、
溜
池
井
堰
は
、
建
設
当
時
か
ら
、
年
月
を
経
る
に
つ
れ
 

て
、
次
第
に
操
耗
し
、
各
種
の
欠
陥
を
、
生
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
か
ら
、
常
時
警
戒
を
怠
ら
な
い
こ
と
。
 

二
、
溜
池
の
災
害
は
、
主
に
漏
水
に
依
る
決
壊
や
、
余
水
吐
 

の
故
障
に
依
る
。
計
画
満
水
面
以
上
に
、
水
位
が
上
昇
し
 

た
た
め
に
起
る
災
害
が
、
最
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
 

原
因
を
阜
く
発
見
し
て
、
処
置
の
万
全
を
期
さ
れ
る
こ
と
 

が
、
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
古
い
溜
池
は
余
水
吐
、
放
水
 

路
の
設
計
が
、
非
常
に
小
さ
く
、
甚
し
き
も
の
は
、
全
く
 

あ
る
か
、
な
き
か
の
状
態
で
す
か
ら
、
こ
れ
等
溜
池
は
特
 

に
注
意
を
要
し
ま
す
。
 

三
、
濯
慨
水
を
、
田
来
る
だ
け
多
く
貯
水
す
る
た
め
に
、
余
 

水
吐
を
、
土
俵
そ
の
他
で
堰
上
げ
」
勾
様
な
場
合
が
あ
り
ま
 

す
が
、
こ
れ
は
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
こ
の
た
 

め
災
害
を
起
し
た
事
例
は
、
良
く
聞
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
 

す。 

四
、
そ
の
他
色
大
対
策
は
、
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
弱
い
 

溜
池
は
降
雨
前
に
、
水
位
を
下
げ
て
置
く
と
か
、
土
俵
や
 

松
丸
太
等
の
応
急
工
事
用
の
資
材
を
、
準
備
し
て
置
く
と
 

か
、
要
す
る
に
溜
池
、
井
堰
等
の
、
重
要
工
作
物
は
、
日
 

頃
か
ら
可
愛
が
っ
て
お
く
こ
と
が
、
一
番
大
切
で
あ
り
ま
 

す
。
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
「
勺
、
と
云
う
事
を
常
 

に
思
い
起
し
て
戴
き
、
水
防
対
策
に
御
協
力
を
重
ね
て
御
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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よ

く

読

ん

 で
 
下

さ

 い
 

「
給
付
金
支
給
法
」
成
立
 

遺族や引揚者の皆さんへ 
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去
る
ニ
十
六
回
国
会
に
於
 

て
成
立
致
し
ま
し
た
、
引
 

揚
者
給
付
金
支
給
法
の
概
 

要
を
御
説
明
申
上
げ
ま
し
 

て
皆
様
の
参
考
と
致
し
、
 

請
求
手
続
に
一
人
も
漏
れ
 

な
い
様
お
願
い
致
し
ま
す
 

⑥
引
揚
者
と
は
ど
ん
な
人
 

か
 

1
 
昭
和
ニ
十
年
八
月
十
 

五
日
ま
で
引
青
続
き
六
 

簡
月
以
上
外
地
に
生
活
 

の
本
拠
を
有
し
て
い
た
 

者
（
満
州
開
拓
民
に
つ
 

い
て
は
六
簡
月
以
内
）
 

で
同
日
以
後
内
地
に
引
 

揚
げ
た
者
。
 

2
 
昭
和
二
十
住
八
月
九
日
ま
で
（
ン
 

連
参
戦
日
）
引
き
続
き
六
箇
月
以
上
 

生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
で
ソ
 

苦
土
は
植
物
体
内
の
葉
緑
素
の
複
合
 

体
と
な
っ
て
光
合
成
作
用
に
役
立
つ
外
 

、
コ
ロ
イ
ド
物
質
と
し
て
細
胞
原
形
質
 

の
根
元
と
な
り
v
 

・‘
 

蛋
白
質
の
構
成
に
 

密
接
な
関
係
が
あ
 

り
ま
す
。
叉
、
憐
 

酸
の
吸
収
並
に
利
 

連
参
戦
に
よ
り
昭
和
二
十
年
八
月
十
 

四
日
以
前
に
内
地
に
引
き
揚
げ
た
者
 

3
 
昭
和
二
十
在
八
月
十
五
日
ま
で
引
 

き
続
き
六
箇
月
以
上
外
地
に
生
活
の
 

本
拠
を
有
し
て
い
た
者
で
内
地
に
滞
 

在
中
、
終
戦
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
の
 

本
拠
を
有
し
て
い
た
外
地
へ
も
ど
る
 

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
者
。
 

4
 
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
後
引
 

き
続
き
外
地
に
残
留
し
て
い
た
者
で
 

昭
和
ニ
十
七
年
四
月
ニ
十
九
日
（
講
 

和
条
約
発
効
）
以
後
内
地
に
引
き
揚
 

げ
た
者
。
及
び
残
留
さ
れ
て
い
て
平
 

和
条
約
第
十
一
条
に
定
め
ら
れ
て
い
 

る
裁
判
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
た
者
で
、
 

二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
前
に
内
地
 

に
引
揚
げ
引
き
続
き
裁
判
に
よ
り
同
 

日
以
後
に
於
て
拘
禁
さ
れ
た
者
及
び
さ
 

れ
て
い
る
者
（
右
の
者
は
大
筒
月
以
上
 

ら
れ
る
苦
土
加
つ
之
は
作
物
の
下
葉
（
古
 

い
葉
）
か
ら
葉
脈
間
に
黄
白
色
の
「
ふ
 

い
り
」
が
現
れ
こ
れ
が
だ
ん
ノ
、
上
葉
 

に
及
ん
で
行
き
ま
す
。
こ
ん
な
症
状
が
 

現
れ
る
と
、
収
量
の
低
下
は
勿
論
作
物
 

は
生
死
の
線
上
に
あ
る
わ
け
で
す
。
 

方
城
町
に
お
い
て
苦
土
欠
乏
の
最
も
 

多
く
見
ら
れ
る
作
物
と
し
て
は
、
大
豆
 

・
ト
マ
ト
・
大
根
・
白
菜
・
い
ん
げ
ん
 

七月上 

旬に係 た 自 ない自 

員が町 で 転 転車等 

内を巡 L 宙 が多数 

回実施 そ 弄 見受け 

致しま ニ ＃ られま 

したが 了 準 すので 

、まだ 力、 取 取替えー 

検査証 ！ 替 の済ん 

標を取 え でいな 

イ寸け※ い所有 

者は役場財務課に於てi至 

急取替えら】れるようお願 

い致します。 （員l務係） 
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の
生
活
の
有
無
の
要
件
は
必
要
と
し
な
 

い） 
遺
族
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
者
 

1
 
昭
和
一
一
十
年
八
月
十
五
日
に
お
 

い
て
外
地
に
あ
っ
た
者
で
終
戦
に
よ
 

り
内
地
に
帰
る
こ
と
が
で
き
す
残
留
 

し
て
い
る
間
に
死
亡
し
た
者
の
遺
 

族。 

2
 
昭
和
ニ
十
年
八
月
九
日
に
お
い
て
 

外
地
に
あ
っ
た
者
で
ソ
連
参
戦
に
伴
 

っ
て
内
地
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
 

き
す
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
以
前
 

に
外
地
で
死
亡
し
た
者
の
遺
族
．
・
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的
な
も
の
と
し
て
珪
酸
苦
土
石
灰
及
ぴ
 

ョ
ウ
リ
が
あ
り
ま
す
。
珠
酸
苦
土
石
灰
 

は
苦
土
の
外
に
珪
酸
を
含
み
、
稲
に
イ
 

モ
チ
病
の
抵
坊
桂
を
与
え
ま
す
．
又
、
 

石
灰
を
沢
山
含
ん
で
お
り
石
灰
の
代
用
 

と
し
て
理
想
的
蹴
」
料
で
す
。
施
用
は
反
 

当
三
O
ー
四
O
貫
鋤
き
込
み
と
す
る
か
 

追
肥
と
し
て
施
用
後
打
込
み
と
し
ま
す
 

。
一
袋
（
八
貫
入
り
）
百
七
拾
円
で
農
 

J
 
協
か
ら
売
出
さ
れ
て
お
 

作

物

 の

栄

養

障

害

 

苦
土
肥
料
を
使
い
ま
し
よ
う
 

用
に
大
切
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

苦
土
は
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
サ
ン
・
カ
リ
に
 

次
い
で
石
灰
と
と
も
に
大
切
な
二
次
的
 

多
量
要
素
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

作
物
に
苦
土
が
欠
乏
す
る
と
、
葉
緑
 

素
の
黄
化
の
現
象
が
起
り
、
甚
し
く
な
 

る
と
葉
が
褐
色
叉
は
白
化
し
て
遂
に
は
 

枯
れ
て
脱
落
し
ま
す
。
方
城
町
内
に
見
 

・
そ
ら
ま
め
・
瓜
類
・
か
ん
ら
ん
等
が
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
苦
土
欠
乏
を
病
害
を
 

閲
遅
え
て
薬
剤
撒
布
を
し
て
い
る
も
の
 

を
鳳
移
｛
け
ま
す
が
、
薬
剤
撒
布
で
は
よ
 

く
な
り
ま
せ
ん
。
 

苦
土
欠
之
を
よ
く
す
る
方
法
と
し
て
 

は
苦
土
を
含
む
肥
料
を
施
す
以
外
に
あ
 

り
ょ
せ
ん
。
苦
土
を
含
む
肥
料
の
代
表
 

り
、
石
灰
の
代
り
に
使
 

用
し
た
い
も
の
で
す
。
 

今
後
苦
土
欠
之
の
栄
養
 

障
害
は
ま
す
ま
す
多
く
 

な
り
ま
す
。
障
害
が
現
れ
だ
し
て
か
ら
 

こ
れ
を
な
お
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
苦
 

土
欠
乏
症
状
の
出
な
い
前
に
苦
土
肥
料
 

を
施
用
す
る
こ
と
を
特
に
お
奨
め
致
し
 

ま
す
。
 

（
長
尾
普
及
員
）
 

3
 
内
地
に
引
き
揚
げ
昭
和
」
干
ニ
年
 

三
月
三
十
百
以
前
に
死
モ
た
者
 

で
死
亡
の
当
時
ニ
十
五
歳
以
上
で
あ
 

っ
た
者
の
遺
族
。
 

⑥
遺
族
の
範
囲
 

1
 
死
亡
し
た
者
の
当
時
に
於
け
る
配
 

J偶
者
、
子
、
及
パ
券
〈
母
、
並
び
に
昭
 

和
ニ
十
年
八
月
十
五
日
に
お
い
て
死
 

亡
し
た
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た
 

孫
、
祖
父
母
、
及
び
兄
弟
姉
妹
。
 

⑥
遺
族
の
順
位
は
 

1
 
配
偶
者
、
2
子
、
3
父
母
（
生
計
 

を
と
も
に
し
て
い
た
者
が
先
順
位
と
な
 

る
．
又
同
順
位
の
父
母
で
あ
る
場
合
は
 

養
父
母
が
先
順
位
で
実
父
母
が
後
）
4
 

孫
、
5
祖
父
母
、
6
兄
弟
姉
妹
 

遺
族
給
付
金
を
受
け
ら
れ
な
い
 

ー
 
所
得
税
額
が
八
万
八
千
二
百
円
を
 

こ
え
る
者
（
配
偶
者
の
分
を
含
む
）
 

2
 
昭
和
三
十
一
犀
三
月
三
十
一
日
以
 

前
に
離
縁
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
者
と
 

の
親
族
関
係
が
終
了
し
た
者
 

3
 
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
関
し
遺
族
 

年
金
叉
は
弔
慰
金
そ
の
他
戦
傷
病
者
 

戦
残
者
遺
族
給
付
金
に
相
当
す
る
給
 

付
を
受
け
る
者
が
あ
る
場
合
は
そ
の
 

…
．
．
一
、
：
「
・
、
I
…
，
．
一
、
…
・
・
、
‘
・
・
．
：
《
、
 

農
業
共
済
組
合
 

新
役
員
き
ま
る
 

今
回
の
農
業
共
済
組
合
役
員
改
選
に
よ
 

り
、
七
月
六
日
に
理
事
監
事
会
を
開
き
 

互
選
の
結
果
万
場
一
致
で
以
て
次
の
通
 

り
新
し
い
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
 

御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

組
合
長
 

仲
村
 
友
市
（
古
門
）
 

副
組
合
長
 
香
月
 
久
己
（
迫
 
） 

監
事
長
 

木
村
七
次
郎
（
野
添
）
 

者
 

【
写
真
は
伸
村
組
合
長
『
 

・
、
I
・
％
:
‘
、
．
…
・
、
I
・
・
二
，
‘
、
．
…
 

・
、
I
・
・
．
．
・
‘
、
．
…
・
、
I

・
…
・
ー
、
．
…
・
‘
I
・
・
；
・
ー
、
…
・
・
I
 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
 

ー
三
 
つ
 
の
 
お
 
願
 
い
ー
 

①
 
八
月
一
日
か
ら
方
城
町
国
民
健
尿
一
 

保
険
の
受
診
証
が
新
し
く
替
り
ま
し
た
 

。
八
月
一
日
以
降
病
気
や
怪
我
で
、
医
 

師
の
診
断
や
治
療
を
受
け
る
提
ロ
は
必
 

す
新
し
い
受
診
証
を
使
っ
て
下
さ
い
。
 

も
し
旧
受
診
証
で
医
師
の
診
断
や
治
療
 

を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
、
無
効
と
な
り
 

ま
す
。
充
分
御
注
意
下
さ
る
様
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

②
 
方
城
町
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
 

皆
様
の
納
め
ら
れ
る
保
険
税
で
運
営
さ
 

れ
て
お
り
、
そ
の
治
療
に
要
し
た
費
用
 

の
半
額
は
、
皆
様
方
被
保
険
者
が
納
め
 

ら
れ
た
保
険
税
か
ら
医
師
に
対
し
て
支
 

払
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
保
険
税
の
米
納
 

が
多
く
な
る
と
、
保
険
事
業
も
困
難
に
 

な
り
ま
す
。
昭
和
」
干
一
尾
度
保
険
税
 

も
既
に
一
遡
一
期
分
の
納
付
書
も
発
行
 

さ
れ
て
お
り
米
納
の
方
は
早
め
に
納
人
 

下
き
る
様
お
願
い
し
ま
す
。
 

遺
族
に
は
支
給
し
な
い
 

ー
て
は
は
ぷ
き
ま
し
た
の
で
わ
か
ら
な
い
 

（
紙
面
の
都
合
上
給
付
金
の
額
に
つ
い
一
点
は
係
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
）
 

一

 

」
）
熱
綴
鷺
蕪
鰻
「
）
 

左

務

す

 

の

こ

事

合

め

情

し

擁

、

び

必

賠

済

関

く

一

 

一「一議『 

【 
、
一
一
し
字
谷
コ
受
 

に

伝

ま

る

 

一
ふ
r

割

雄

磯

損

務

緋

彰

」

「

m

 

一

け

三

れ

町

く

競

 

思

発

と

お

 

一
篇
顎
 
蜘
職
舞
議
 響

器
姦
響
一
 

m
孫
畿
護
一
 

難
議
 

係
処
る
上
求
の
に
一
 

※
関
な
す
事
請
そ
と
一
 

「
一

I

I

I

I

」

一

 

努めること、人 

権侵犯事件があ 

つた場合その救 

済のために、調 

査及び情報の」収 

集をなし、扶務 

鷲
晦
 

M
の
器
慧
 擁

告
な
利
合
事
る
力
一
 

権
報
」
っ
権
場
凧
す
努
一
 

人
の
行
が
る
他
講
に
一
 

人権擁護委員 

の 職 務 

自由人権‘思想に 

関する啓発宣伝 

をすること、ま 

た民問における 

★
‘
八
月
一
日
か
ら
戸
籍
手
救
料
が
四
十
円
に
な
り
ま
L
★
 

★
ー
し
た
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
 

（
戸
籍
係
）
・
・
￥
 

・
‘
…
・
，
，
…
，
一
・
・
、
‘
…
…
‘
・
，
,
J
・
‘
，
．
…
，
，
・
‘
'
.
.
.
;
.
‘
，
・
・
、
‘
・
・
，
.
，
…
．
．
…
．
 

き
起
し
た
。
消
防
団
員
の
活
躍
は
も
と
 

‘
い
『
曳
、
い
・
一
ー
 

つ
・
d
ハ

熱

 

ょ
り
地
元
民
の
一
方
な
ら
ぬ
御
協
力
に
 

」
》
」
へ
‘
入
」
 

F

車
【
恨
一
一
 

ょ
っ
て
雫
時
五
十
分
鎮
火
し
た
が
、
約
 

い
、
、
に
・
」
レ
蚊
v
「
4
m
『
r
 

一
時
間
余
の
短
時
間
に
一
千
四
百
余
万
 

・，、 

、
、
・
？
げ
M
，
い
い
、
、
 

円
の
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。
 

こ
の
事
を
省
み
ま
し
て
、
火
の
用
心
に
 

八

幡

町

火

災

の

教

訓

 
は
平
素
か
ら
細
心
の
注
意
を
払
”
っ
立
（
 

六
月
十
八
日
、
午
後
十
一
時
四
十
五
 
に
、
防
火
周
水
の
確
俣
簡
易
防
火
用
 

分
、
八
幡
町
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
一
角
か
ら
 

縄
火
し
た
火
勢
は
、
空
気
の
異
状
乾
燥
 

と
い
う
悪
条
件
が
件
が
伴
い
、
一
挙
に
 

全
焼
十
一
戸
半
焼
一
一
戸
の
大
災
害
を
引
 

③
 
病
気
や
怪
我
で
医
師
の
診
断
又
は
 

治
療
を
受
け
ら
れ
る
際
は
、
必
ず
受
診
 

証
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
受
診
証
を
持
 

参
し
な
い
と
、
治
療
に
要
し
た
金
額
支
 

払
を
請
求
さ
れ
た
場
合
、
皆
様
方
被
保
 

険
者
が
損
を
な
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
 

以
上
三
つ
の
点
に
つ
き
被
保
険
者
の
 

皆
嫌
力
に
御
協
力
を
お
願
い
致
し
」
ま
 

す。 

具
の
備
付
、
周
辺
住
民
の
共
同
防
火
訓
 

練
等
大
初
期
防
火
に
対
す
」
勾
心
構
を
新
 

た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
す
 

る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

弔
一
一
方
城
町
大
字
伊
方
音
丸
 

敬」 

放
岩
猿
ヌ
議
遺
族
岩
猿
 

茂
雄
氏
か
ら
香
典
返
し
と
し
で
方
 

城
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
が
 

あ
り
ま
し
た
の
で
、
方
城
町
社
会
 

事
業
費
と
し
て
収
納
い
た
し
ま
し
 

た
。
鼓
に
謹
ん
で
御
冥
福
を
祈
り
 

町
民
の
皆
様
に
御
報
告
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

（
社
会
係
）
 

一
綴
m
 

等」 

一
る
十
ま
大
後
 


